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目標医師数を達成するための施策

医師の偏在の状況把握

* 2020年度からの最初の
医師確保計画のみ４年
（医療計画全体の見直
し時期と合わせるため）

医師多数区域・医師少数区域の設定医師偏在指標の算出

• 医療需要（ニーズ）及び
将来の人口・人口構成の変化

• 患者の流出入等
• へき地等の地理的条件

• 医師の性別・年齢分布
• 医師偏在の種別
（区域、診療科、入院／外来）

医師多数区域

医師少数区域

都道府県

医師が多い地域から少な
い地域に医師が配置され
るような取組を実施

可視化された客観的な
データに基づき、効果的な
施策立案を実施

３年*ごとに、都道府県において計画を見直し（PDCAサイクルの実施）

全国335医療圏

医師偏在指標 小 大
下位33.3％
⇒医師少数区域

上位33.3％
⇒医師多数区域

医師偏在指標で考慮すべき「５要素」
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医師多数区域
（中勢伊賀）

医師多数区域
（南勢志摩）

医師少数区域
（東紀州）
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